食育テストのポイント予想

１

· 食育とは？

食本能の合理的な管理であり、物欲の社会的コントロールである。（日本農業の動き）

何か特別な健康食品を摂ればよいということではなく、各自が自分の健康状態と食事を科学的に評価する能力を持つことが重要なこと。人は考えることによって健康を維持できるという当然の認識を養うことが肝心であり、そのために、食品成分に関する化学的成分と病気に関する医学的知識が必要であり、これは食育に通じる。（食と健康、粗食のすすめ）

· 医食同源とは？

　生き永らえること、即ち健康に生きること、それは食べることの本質的意義である。

· 人類の人口増加の要因３つは何か

　道具の発明、農耕と牧畜、工業生産という技術革新。

· アフリカで土壌荒廃が集中する理由

激しい人口増加に対し、貧困により化学肥料を買う金も無く、疲弊した土壌を耕さざるを得ないため。

２

· 生物多様性のが保たれている場合と、衰退・減少した場合の生態系への影響

多様で複合的生態系では、生物間の相互作用が十分に発達し害虫や病害が大発生することがないが、人工的な生態系では害虫の大発生や疫病の流行をもたらしやすい。

· 生態系サービスとは？

生態系から提供される利益のこと。供給サービス（食料や水）、調節サービス（気候制御）、文化的サービス（レクリエーション等）、基盤サービス（栄養循環や酸素供給）、保全サービス（多様性と環境維持）。総合評価では穀物、家畜、水産養殖、気候調節４項目のみが人類の努力で向上。

· 河川湖沼のデッドゾーンとは？

水質汚染による酸欠水域。

３

· 身体の２％である脳でエネルギーが２０％消費されるのはなぜか？

脳の進化が人の進化。そのために植物食だけではなく、動物捕食が必要になった。

５

· 渦耕作とは？その影響は？

土地の回復力を超えた過度の耕作が行われると作物の生育が悪くなり、地表の被覆が不十分になるだけでなく、土に入る有機物量が減って、土壌構造が弱まり、土壌浸食を受けやすくなる。

· 砂漠化とは？

乾燥地域における土地生産力の退化現象。全陸地の1/4が砂漠化の影響を受けている。

· 土壌浸食の２つの要因

風や雨といった侵食の強さの要因（侵食性）と、土壌が侵食に抵抗する要因（受食性）。

６

· 2006年頃から世界の穀物需給に変化が起こっているのはなぜか

バイオ燃料の登場により穀物需要が高まった。

· バイオ燃料

植物由来の資源から生産される燃料をいい、バイオエタノール、バイオジーゼル、バイオガスなど。燃焼しても実質的に二酸化炭素を増やさないカーボンニュートラルという性質を持つ。

· バイオマス

生物資源（バイオ）の量（マス）をあらわす概念で、生産可能な生物由来の有機性資源で、化石資源を除いたもの。

· 緑の革命

背丈が低く沢山の実をつける小麦の登場。肥料と農薬の多投を前提とし、多肥栽培に耐える穀物品種を開発、普及する。

６

· 出ないんじゃなかろうか・・・。

７

· フードマイレージとは？

食糧輸送時にどれくらい地球環境に負荷をもたらすかを定量的に把握するために考案された指標。（フードマイレージtkm＝輸送量ｔ×輸送距離km）

· 地産地消とは？　ローカルフード⇔グローバルフード

地元の農産物を地元で消費しようとする運動。CO2排出削減、地域経済の活性化、農業生産性の向上、消費者と農業者の相互理解などが期待される。

· バーチャルウォーター(仮想水)とは？

食料の輸入は水の輸入のようなものという考察からの概念。食料生産に必要な水は膨大である。国民1人あたりでは日本よりも中近東や北アフリカ諸国の方が大きいのは、水資源が乏しく、食料を輸入に頼ることで、食物生産に必要な水を節約し生活用水にまわしているため。

８

· 食料自給率について

国民に供給された食料のうち、国内で生産されたものがどれくらいの割合かを示す数値。実際に食べた分だけでなく、捨てられた分も供給量にカウントされる。

· 食料自給率の金額ベースとカロリーベースについて

金額ベースではいざという時に国民にどれだけの食料を提供出来るかという目安にはならない。ただし農業の経済的発展のためには重要な目安。

· 小規模農業と大規模農業の生産効率について

地産地消（ローカリゼーション）では小規模農業の方が生産効率がいいとされるのは中間搾取が少ないため。

９

· 土地面積自給率とは？

輸入食料の全てを国内で生産すると仮定した場合に必要となる農地面積の試算のこと。

· 影の日本列島とは？

日本国民が現在食べている食料を自給するために必要とする農地面積のこと。94年時点で2.3倍、増加傾向がある。

· PCF比率とは？

食料需給のたんばく（protein）、脂質（fat）、炭水化物（carbohydrate）比率。

· 人口論（マルサス）について

人口は制限されなければ等比級数的に増加するが、食料は等差級数的にしか増加しない。人口と土地生産力は常に等しくはならず、自然の偉大な法則であり、不可避な貧困と悪徳をもたらすのは自然現象である。

１０

· 食物連鎖

直食植物→草食動物→小型肉食動物→大型肉食動物のような連鎖。生食連鎖（前述）と腐食連鎖（生食連鎖に使われなかった物質が細菌や菌類などの分解者によって分解される連鎖）に分けられる。

· 生物濃縮とは？

生体内に特定の元素や化合物が取り込まれ堆積していくこと。自然環境中よりも生体内での濃度が高くなり、食物連鎖における上位生物ほど高濃度に濃縮する。

· 地球温暖化について

温室効果ガスの増加などの影響により地球の平均温度が上昇すること。

· 温室効果ガスについて

二酸化炭素、水蒸気、メタン、フロン、一酸化窒素など。地球外に逃げる赤外線（熱の元）の量を減らしてしまう。温室効果ガスがあること問題なのではなく、多すぎることが問題。

· 0.4％の淡水

地球上の全水に対する、人間が技術的に利用可能な淡水の割合。湖沼、河川、湿地、土壌、大気中の湿度、地球の表面、動植物の生体内、地下水。地下水は世界人口の1/4の人が唯一の飲料資源としているが、補充速度よりも消費速度が上回っている現実がある。

１１

· 肉食禁忌

日本は肉を食べないという歴史の名残があり、日本食はバランスの良いとされる。

· 日本食ブーム

肥満と心臓病に悩むアメリカで国が肉類や砂糖を減らし、でんぷん質の食を推奨し米が見直され、日本食がブームになっている。

· 生活習慣病

若年層の成人病。

· 食育基本法　2005年6月

「食に関する適切な判断力を養い、生涯にわたって健全な食生活を実現することにより、国民の心身の健康の増進と豊かな人間形成に資すること」を目標とし、家庭、学校、地域レベルでの活動を推奨。

１２

· オリジナルカロリー

食物のカロリーに食肉生産に使われた穀物飼料などのカロリーを加えたもの。

· エンゲル係数

家計支出における食料費の割合。エンゲル係数の低下に伴い食以外へと興味が向かい、生鮮食品よりも加工食品、或いは外食を求めることが多くなり、飽食も進んでいる。

· 中食とは？

持ち帰りをして食べる弁当、惣菜、ハンバーガー、暗、おにぎり、寿司など。便利な食生活は行き過ぎた大量消費をもたらし、食料ロスを増やす。

